
第 5学 年  国 語科学習指導案

日 時  平 成 16年 9月 6日 (月) 5校 時

児 童  5年 1組 男 18名  女 16名  計 34名

指導者 千 葉 郁 男

1 単 元名  体 験したことを分かりやすく伝えよう

教材名  わ たしたちの学校生活

2 単 元設定の理由                             1

(1)児 童観

5年 1組の子どもたちは,全 体的にとても素直であり,指 示されたことをしつかりやろうとする姿勢が見られる。ま

た,み んなと共に頑張ろうとする気持ちもあり,い ろいろな課題に対して協力して取り組もうとする意欲や態度も見ら

れる。しかし, 自分の考えを持ち,そ の考えを発表することに対しては,ま だ十分な力が付いていないため,一 部の子

どもの発言に偏りがちであり,全 体としては意欲的に発表できる状態とはいえない。ただし,発 表できる子どもたちの

姿を見て, 自分もそうなりたいという憧れや向上心があるので,漸 進的ではあるが改善されている。
「話すこと」については,「わたしたちはこう考える」という単元で,話 し合いの仕方について学d自 分の立場を明

ら力寸こした意見を持ち,そ の意見を分かりやすく発表する力をつけている。さらに,林問学校報告会では いろいろな

表現方法を利用したグループでのスピーチ的活動ができるようになつている。また,朝 の会での 「1分間スピーチ」に

継続して取り組むことで,話 すことに対して抵抗感の少ない子どもたちになつている。ただ,そ の話し方は,原 稿を読

むことに気を取られがちであり,自 分の思いを相手に伝えようという意識が弱いので,これからも継続して指導してい

く必要がある。
「聞くこと」については, 叶目手の目を見て話を聞く」叶目手の話を受け止める」という気持ち作りと姿勢作りを中心

に指導している。4月 の段階では,な かなカヰロ手の目を見て話が聞けない子どもたちであつたが,現 在ではかなり意識

して聞けるようになっている。さらに,発 言する際に前の人の意見を受けて話そうとする姿勢も見られるようになって

いる。
「書くこと」については,毎 日の家庭学習で日記に取り組ませることにより,抵 抗なく文章が書ける子どもたちにな

ってきている。しかし,そ の日記などの文章を見ると,多 くの子どもたちは, 自分の思いを伝えるために文章全体の組

立てを考え文章を書いているのではなく,思 いついた内容を)頂香に羅列しながら文章を書いている。

( 2 ) 孝期観

本単元の主たる指導事項は,印 けこと・聞くこと」では 「考えた事や自分の意図が分かるように話の組立てを工夫し

ながら, 目的や場に応じた適切な言葉遣いで話すこと」,「書くこと」では 「自分の考えを明確に表現するため,文 章全

体の組立ての効果を考えること」である。印け こと・聞くこと」では,自分の思いが相手に分かりやすいように話を組

立て,ス ピーチをする力を,「書くこと」では,自分の思い力汁目手に伝わりやすいように文章全体の組立てを考えながら

書く力を育成することが重,点となる。

本教材は, 5年 生のこれまでの活動の素晴らしさややりがいを,来 年の5年生である4年生に伝えるという教材であ

る。この学習で,子 どもたちはこれまでの活動を振り返り,自 分たちの成長に気づき,今後の活動に対するズきな自信

を持つことができる。4年生を報告の対象とすることにより,高 学年としての自覚をさらに高めることができる。さら

に, 5年生の楽しく充実した活動から自分の思いを伝える内容を選ぶことにより,子 どもたちはより意欲的にこの学習

活動に取り組むことになる。自分の思いを分かりやすく伝えようとする中で,報 告文の組立てやスピーチ原稿を考える

力,ス ピーチ表現の仕方を高めることになる。以上のことから,本 教材は有効な教材であると考える。

(3)指 導観

5年生としてのこれまでの活動を振り返り,4年 生に5年生の活動を伝える中で,相 手に分かりやすく自分の考えを

伝える文章を書けるようになること,そ してその文章をもとに相手に分かりやすくスピーチできるようになることが本

単元のねらいである。その本単元のねらいに迫るために,以 下のことを指導の手立てとして位置づけた。

① (表現活動の話題に興味 ・関心をもてるようにすること)第 1時に, 5年生の活動を振り返り, どんな活動があり,

その活動で楽しかったことや力のついたことなどを,一 人一人考え,そ れをもとに学級全体で交流させる。楽しく充実

した活動であったことを全員に自覚させることで,自 分が伝えたい話題に興味が持てるようになる。

② (目的意識をもてるようにすること)5年 生のいろいろな活動が楽しく充実したものであることを, 4年生に分かり

やすく伝え, 5年 生への夢や憧れを持たせることがこの活動の目的であることを意識させる。
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③ 体目手意識を持てるようにすること)伝 える相手は4年生であるということを,第 1時に意識させる。4年生に自分
の思いを分かりやすく伝えるためには, どのように文章を組立てたらよいの力、 どのようなスピすチの仕方の工夫をし

たらよいのかという視点で活動させる。

④ (場を意識できるようにすること)報 告会は音楽室で行うので,常 に音楽室の広さを意識させ, 4年生全員に自分の

思いが確実に伝わる声の大きさと表現方法を考えながらスピーチ練習させる。

⑤ (筋道を立てるようにすること)報 告文やスピーテ原稿も, 自分の伝えたいことを確実に持たせることがまず大切で

ある。その上で,自 分の思いを効果的に伝えることのできる文章やスピーチの組立てを考えさせる。組立てを考えやす

くするために文章やスピーチの雛形を何種類か提示して,原 稿作りやスピーチの仕方の参考にさせる。

⑥ (成就感をもてるようにすること)完 成した報告文をお互いに見せ合うことで,お 互いのよさを認め合し、そのよさ

を広めあう。これが河調週【となり〕スピーチヘの意欲につながる。スピーチ練鷲では,ただアドバイスするだけでなく)

相手のよさも見つけるようにする。報告会では4年生から感想をもらい,学 習の振り返りの場面では自分の姿をビデオ

で見せ自己評価と他者評価を行い, さらなる成就感を持たせたい。

3 単 元の指導目標

(1)国 語への関心 ・意欲 ・態度

①文章やスピーチで,相 手に分かりやすく伝えることを意識し,意 欲的に報告文を書いたり,音 欲的にスピーチ

の準備やスピーチをしようとしたりしている。

(2)話 すこと。聞くこと
ヽ05年 生になってこれまで経験した楽しく充実した活動についての自分の思いを持ち,相 手に分かりやすい話の

組立てを工夫して,ス ピーチをすることができる。(ア)

(3) 書 くこと

①5年生になってこれまで経験した楽しく充実した活動についての自分の思いを,相 手が分かりやすいように,
文章全体の組立てを考えながら書くことができる。(ウ)

(4)言 語事項

①文章やスピーチのいろいろな構成の仕方について理解することができる。(オー (ア))

4 単 元の評価規準

(1)国 語への関心 ・意欲 ・態度

①4年生に分かりやすく伝えるための文章の組立てや表現方法を考え,さ らに工夫を加えながら,意 欲的に報告
文を書いたり,ス ピーチをしたりしている。

(2)話 すこと・聞くこと

05年 生になってこれまで経験した楽しく充実した活動についての自分の思いを短い言葉に表し,そ の思いが効
果的に相手に伝わるように,具 体例を参考にしながら,報 告文をもとに話の組立てを考えたぇピーチをしてい

る。

(3)書 くこと

①5年生になってこれまで経験した楽しく充実した活動についての自分の思いを短い言葉に表し,そ の思いが効

果的に相手に伝わるように,具 体例を参考にしながら,カ ードを利用して文章の組立てを考え報告文を書いて
いる。

(4)言 語事項

○報告文やスピーチのいろいろな構成の仕方について理解している。

5 自 分を豊かに表現する児童の具体化 (「話すこと・聞くこと」に関わつて)

構成要素 児童の具体化

□
自分の思いや考

えを持つ

4年 生に伝えたい活動と活動を通して伝えたい自分の思いを持つことができる。

報告文をもとに4年 生に分かりやすい話の組立てや表現方法を考えながらスピーチ原稿を

作ることができる。

□
適切に話すこと

ができる

自分の伝えたいことが効果的に伝わるスピーチになるように工夫することができる。

自分の伝えたいことを4年 生に分かりやすくスピーチすることができる。

メモを利用して,聞 き手の反応を見ながらスピーチすることができる。

回
話を聞き取るこ

とができる

スピーチの内容や方法を工夫している友だちのスピーチを聞き,具 体的にアドバイスする

ことができる。
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6 単 元の指導計画 (話す 。聞く 6時 間  書 く 6時 間)
日寺間 主な学習活動 評価規準 ※ 関心・意欲 ・態度○話す ・聞く□書く

第

１

次

第

１

時

①体験を振り返り,だ れに,何 を,な んのために伝

えるかを決める。

①5年生になって,学校生活で心に残つている体験

を思い出し,そ の体験を交流しあう。

②自分の伝える内容を決める。

※5年生の活動を振り返り,具体的活動や成長したと

ころを出し合うことにより,報 告文とスピーチに

取り組みたいという意欲を持つている。

□自分の伝えたい活動とその伝えたい中心点を書い

ている。

第

２

次

第

２

・

３

時

①伝えたい中心点から,伝 えたい体験についての材

料を集める。

①報告文を書く見通しを持つ。

②カードの書き方について確認する。

③伝えたいことの中身をカードに書く。

□報告文の組立てを考えるためのカー ドの使い方を

理解している。

□自分の思いを伝えるために必要な材料をカー ドに

書き出している。

第

４

時

○文章の組立てを,カ ードを使つて考える。

①教材文や例文を見て,効果的な表現方法を知る。

②教材文や例文の書き方のパターンを例示する。

③パターンを参考にしながら,カ ードを並べる。

④並べたものを見て,組 立てを考える。

回組立ての参考例をもとに,それぞれの特長を理解し

た上で,自 分の思いを伝えるために効果的なカー

ドの並びを考えている。

第

５

時

〇書き方を工夫し,伝 えたい体験と思いを文章にま

とめる。

①教材文や例文を見て,効 果的な表現方法を知る。

②カードをもとに,文 章を書く。

□自分の思いを伝えるために,効果的な表現方法を理

解した上で,カ ー ドの並びを生かして文章を書い

ている。

第

６

時

①書いた文章をお互いに評価し合う。

①完成した文章を推敲する。

②評価の観点を確認する。

③書いた文章をお互いに読み合い評価する。

④これまでの学習について振り返る。

※完成した報告文を,具体例を挙げて評価することに

より,次 への学習意欲を持っている。

□自分の思いを効果的に伝える報告文にできたかど

うか自己評価し, さらに,友 だちの作品を具体例

を挙↓垢平価している。

第

３

次

第

７

時

①書いた文章をもとに,ス ピーチ原稿を作る。

①スピーチの目的をもう一度確認する。

②敦材文や例文をもとにスピーチ原稿を作る方法を

知る。

③スピーチ原稿を作る。

※スピーチの目的を理解し,これからの学習活動への

意欲を持っている。

①スピーチ原稿の作り方を理解した上で,報告文をも

とに,見 直す視点からスピーチ原稿を作つている。

第

８

・
９

時

〇スピーテ原稿をもとに練習をする。

①2人組を作りその中でお互いに練習する。

②アドバイスを受けてさらに工夫を加える。

③3人グループで練習する。

④アドバイスを受けてスピーチを完成させる。

(本田寺2 / 2 )

○自分の思いを伝えるために,工夫の視点を明ら力寸こ

した上で,ス ピーチを工夫している。

○友だちのスピーチをよりよくするために,工夫の視

点を明ら力章こして,自 分の思いが伝わるスピーチ

になるよう具体例を挙げア ドバイスしている。

第

４

次

第

１０

。
１１

時

①4年生に向けて報告会を開き,ス ピーチをする。

①4年生を相手に 「5年生報告会」を開く。

※自分の思いが伝わるように,気持ちを込めて,これ

までの練習の成果を生かして,ス ピーチをしてい

る。

①自分の思いが伝わるようにメモを利用して4年 生

を見てスピーチをしている。

③友だちのスピーチのよさを記録 している。

第

１２

時

○学習を振り返る。

①自分たちの報告会をビデオで見て,自己評価する。

②ビデオや本番を振り返り友だちの評価をする。

③評価を交流しあう。

※これまでの学習活動を振り返り,次の学習活動につ

ながる成就感を持っている。

○ビデオや報告会を振り返り, 自分のよさや友だち

のよさを,具 体例を挙げて評価 している。
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段

階
学習活動 学習内容 。指導上の留意事項

導

入

前時の学習を振り返る。

本時間の学習課題をつかむ。

さらにスピーチにみがきをかけ

よう!

前時のア ドバイスや感想

相手意識

○ 来年の5年 生である4年 生に

目的意識

① 5年 生の活動の素晴らしさやや

りがいを伝える

前時の学習プリントを読み,活 動

を,魯い出す。

伝える相手 体目手意識)や なぜ伝

えるのか (目的意識)を 確認し,

報告会に向けてさらに自分のス

ピーチの仕方をよりよいものに

する日寺間であることをとらえる。

展

開

グループに分かれ練習する。

(3人 )

よいスピーチを広める。

アドバイスをもとにさらに工

夫し棟習する。(1人)

もう一度グループで練習する。

( 3 人)

鯖平価規準》
・工夫の視点をもとにして,ス ピ
ーチの組立てや表現方法をさら

に工夫することができた力、

音希宮督テ眠う岳
もとに工夫

1膏掻すべき視点を意識してスピ
―チする

① アドバイスを受け止める

聞き手

① 工夫すべき視点を意識して友達
のスピーチを聞く

よさと改善点をア ドバイスする

《具体の評価規準》

A組 立ての工夫の視点と表現の

二夫の視点から3つ以上,ス ピ
ーチの組立てや表現方法に工

夫を加えることができる。

B組 立ての工夫の視″点と表現の

工夫の視点から2つ ,ス ピーチ

の組立てや表現方法に工夫を

力口えることができる。

視点を頭に置き,前 回のアレミイ

スを振り返りながら練習する。

工夫すべき視点について確認し,

ア ドバイスすべき視点を全員に

持たせてから練留に入る。具体的

にアドバイスできるようにする。

よいところも具体的に伝えるよ

うにする。

1人のスピーチが終わるたびに

よさとアドバイスを伝える。

優れたスピーチを見ることによ

り,よ りよいスピーチの仕方を全

体に広める。

アドバイスを受けて, さらにどの

ような工夫を加えたらよいか考

え,練 習する。

1回 目と比べてよくならたとこ

ろを伝え,成 就感を持つ。

《Cへ の配慮》
・工夫の視点の中で, 1番 受け入

れやすいものを考えさせ,ス ピ
ーチに取り入れる。

・スピーチの原稿を作る際に使つ

た例文を参考にさせ,工 夫すべ

き点を考える。

3.工 夫すべき点を確認する。 ・視点を確実につかむ。

工夫の視点

○スピーチの組立て (・伝えたいことが分かる・話の慣番が分かりやすい・はじめにこれから話すことを話して

いる。分かりにくいところがない。おわりによび力対すている・「です」「ます」を使つている。1文が短い)

○表現 (・メモを見て話す・間を取つて話す・相手を見て話す ・表現を工夫している・伝えたい気持ちがある)

7.

ま

と

め

学習のまとめをする。

次時の予告をする。

９

．

　

１０

本時の学習内容の振り返りと本時の

感想

次が報告会

自分のスピーチがどう変わった

のかを感想に書く。

次時がこの単元の最終ゴールで

あることを確認し音欲を高めるし

7 本 時の指導

( 1 ) ね らい

○スピーチメモを見ながら4年生に分かりやすいスピーチができるように,ス ピーチの組立てや表現方法をさら

に工夫することができる。

(2)展 開
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単元の指導計画略案 倍く 6時間話す。聞く 6時PHll
日寺間 主な学習活動

第

１

次

第

１

時

○体験を振り返り,誰 に,何 を,な んのために伝えるかを決める。

① 5年 生になって,学 校生活で心に残つている体験を思い出し,そ の体験を交流しあう。

② 子 どもたちが出した活動から, これまでの5年生の活動の素晴らしさや自分たちの成長を確認する。

③ 伝 える相手を決める。(来年の5年生である4年生に!)

④ 伝 えるねらいを決める。(5年生の活動の素晴らしさ,楽 しさ,面 白さ,や りがい,夢 を伝える!)

⑤ 友 達の考えを参考に自分の伝える内容を決める。(どの活動にするのか?その活動を通じて自分の伝え

たいことは何か?①Oは X× だ 1)              1

第

２

次

第

２

・
３

時

○伝えたい中心点から,伝 えたい体験についての材料を集める。

① ど の活動にするのあ その活動から伝えたいことはなんなのかをもう一度確認する。大切なのは主題(○

〇はXXで ある)と いうこと。

② 報 告文を書く見通しを持つ。(カードを書く→そのカードをもとに構成する→文章を書く)

※ 参 考例として自分で作つた文章を提示する。さらにカードもそれ用に作りそれを見せる。3パタ
ーンぐらい作りたいが…。

③ カ ードの書き方について確認する。(したこと,心 に残つたこと,そ れ以外)

※ 自 分のいいたいことを伝えるために何が必要なのかを書き出すための方法を説明し,さらに書き方

を伝える。

④ 伝 いたいことの中身を思い出しカードに書く。(なかなか浮かばない子どものために参考例を準備)

第

４

時

①文章の組立てを,カ ードを使って考える

① 教 材文や例文の書き方のパターンを例示する。(カードと本文のつながりがどうなっているかを知る。)

② パ ターンを参考にしながら,カ ードを並べる。 優 鉢的に自分がどのパターンで書こうとしているのか

を押さえた上でカードを並べる。並べる中で必要なカードといらないカードを戦 さらに並べる中で

たりない中身があったらカードを付け足す。)

③ 並 べたものを見て,構成の仕方を考える。(並びが決まったら,題 や書き出し,結 びの言葉を考える。

さらに余裕があれば中身の文章も考える。)

第

５

時

①書き方を工夫し,伝 えたい体験と思いを文章にまとめる。

① 教 材文や例文を見て,効 果的な表現方法を知る。(①文の続き具合,② 主語と述語の関係,③ 文末の工

夫,④ どういう言葉を使うか,に ついて例を挙げて理解させる。)

※ 書 くことは伝えること!ではもちろんあるが,書 くことによって自分の考えがまとまる!広が

る !深まる !

② カ ードをもとに文章を書く。(どう書いたら,自分の伝えたいことが効果的に伝わるかを意識して書く。
困つた時は例文や教科書を参考にさせる。)
※ お そらく終わらないので完成は宿題となるQそれをしつかり推敲・評価して次時の授業に備える。

第

６

時

①書いた文章をお互いに評価しあう。

① 完 成した文章を推敲する。(自分の文章を読み返し,さ らに工夫を加える。相手は4年生であるという
ことを頭に置き,分かりやすいかどうかを基準に直す。言葉を変える。余計な文章を肖Jる。足りない部

分は付け足す。)

② 観 点に沿つて自己評価する。(◎〇△だけでなく,感想も書く。自分の成長を自分でまず感じさせたし、)

③ 書 いた文章をお互いに読み合い評価する。(友達のよいところを紙に書き出す。自分で成長を感じるだ

けでなく,回 りからの評価によって成就感を味わわせる。前の班で行う1)

④ こ れまでの学習について振り返る。(自己評価と他渚評価により,全員に報告文に対する成就感を確実
に持つように振り返る。)
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第

３

次

第

３

次

第

７

時

第

７

時

①書いた文章をもとに,ス ピーチ原稿を作る。

① ス ピーチの目的をもう
一度確認する。保年の5年生である4年生に, 5年生の活動の素晴らしさ,楽

しさ,面 白さ,や りがいを伝えるということが今回の目的であることを確認する。これを確認すること

で,も う一度意欲をしつかり持たせる。)

②  「活動報告会」の詳しい中身について伝える。(4の 1と 4の 3に伝える。クラスを半分に分け,そ れ

ぞれの学級に伝えることになる。発表は1人 2分以内とする。場所は音楽曳 マイクは使わない。この

ことを伝えることで 「報告会」のイメージをより具体的に持てるはずである。)

③ 教 材文や例文をもとにスピーチ原稿を作る方法を矢口る。(教材文や例文を利用して理解させる。)

直す観点

(1)伝 えたいことは何か 1(「①Oは ×Xで ある」ということ)

(2)伝 えたいことを4年 生に伝えるための組立てにする !

(3)初 めに,こ れから話すことを大まかにまとめて話す !

(4)分 かりにくいところは説明を加える 1

(5) よ びかけの言葉で結ぶ !

(6)文 末を 「です ・ます」に !

④ ス ピーチ原稿を作る。鱒凍を頭に置き,ス ピーチ原稿を完成させる。おそらくこの時間では終わらな
いので,宿 題で完成させ,一 通り目を通しておく。さらに発表のためのメモを作る。)

第

８

，
９

時

①スピーチ原稿をもとに練習する。

① 練 習する際の視,点をつかむ。(次のところに気をつけて話をする。あるいは話す。)

話し手 ・聞き手の練習の視点

スピーチの組立てについて

(1)主 題が分かるか?

(2)分 かりやすい組立てか?

(3)初 めのまとまりでこれから言舌すことを大まかに話しているか?

(4)分 かりにくいところはないか?

(5)最 後,よ び力対すているか?

(6) 「 です 。ます」になっているか?

スピーチの表現 (技術?)に ついて

(1)メ モを見て話しているか?

(2)間 を取って話しているか?

(3)相 手を見ているか?

(4)工 夫があるか?(身 振 り手振 り,資 料の提示,い ろいろな表現など)

(5)伝 えたいという気持ちが伝わつてくるか?

② l人 で練習する。(視点を意識しながら工夫を加え練習してみる。)

③ 2人 組を作りその中でお互VWこ練習をする。(視点を意識することで,お互いのよさ,改善点を指摘す
ることで,さらにしっかりとしたスピーチができるようにする。相手のスピーチを聞いたら,それに対
してアドバ43_fる 。もし時間が余ったときはさらに練習してみる。)     _

④ よ かっだグループのスピーチとアドバイスをみんなの前でやってみせる。(やつて見せるだけでなく,
何がよかったのかを全体で確認する。)

⑤ ア ドバイスを受けてさらに工夫を加える。(全体で改めて練習する時間を設ける。)

⑥ 2回 目の練習の視点をつかむ。(基本的に前回と同じであるがさらにパワーアップするのがねらし、)

② グ ループで練習する。(3人で練習する。 1人 終わつたら,必ず残りの2人で評価する。その評価を確

実に伝える。伝えるためにプリントで整理させる。時間のゆする限り練習する。)

① よ かったグループのスピーチとアドバイスをみんなの前でやってみせる。(やつて見せるだけでなく,
何がよかったのかを全体で確認する。)

◎ ア ドバイスを受けてスピーチを完成させる。(アドバイスをもとにスピーチのやり方に工夫を加える。)

第

４

次

第

１０

・
Ｈ

時

04年 生に向けて報告会を開き,ス ピーチをする。

① 報 告会のスピーチの自分のめあてを持つ。(一人一人に確実に持たせ意欲的にスピーチさせる。)

② 4年 生を相手に 「5年生報告会」を開く。像≧行等は役割分担をして,授業時間以外のところで練習し

ておく。 2つ のグループに分け, 4の 1と4の 3に行って報告会を行う。)

③ 報 告会の様子をビデオに記録する。

④ 最 後に4年生の人達から感想をもらう。(発表と感想用紙を作り,それに記入してもらう。)

- 1 1 -



○学習を振り返る。

① 自 分たちの報告会のビデオを見て,自 己評価する。(2つのグループに分かれて,自 分たちの発表の様

子を見る。見終わつたあと,自分の発表がどうだつたか自己評価する。◎○△だけでなく,文章化して

暑l ②審  。下
力………… …… …▼`

達の評価をする。(全員は無理なので,班 員全員の評価と,何 人かの自分の時IV 品 満 ぞ 齢 ギ湊将
③ 評 価を交流しあう。(評価した紙を相手に渡す。さらに何人かの評価を発表する。)

④ 感 想を書く。(全体を通しての感想を書く。これによって成就感を確実に持たせる。)
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学
習
プ
リ
ン
ト
①

「わ
虐
し
虐
ち
の
学
穣
生
活
」名

ユ剛

は

じ
め
に

今
日
か
ら
所
し
い
車
元
に
入
り
ま
す
，

こ
？
Ｉ
死
で
先
生
は
、

君
達
に
文
章
を
き
く
力
と
ス
ピ
ー
チ
す
る
力
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
フ
し
て
ほ
し
い
と

思

っ
て
い
ま
す
ク

こ
の
単
元
の
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に
、

二
れ
ま
で
よ
り
も
文
章
が
し
つ
か
り
害
け
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
ス
ピ
ー
チ
が
し

つ
か
り
で
き
る
み
ん
な
に
な

っ
て
係
し
い
と
思

っ
て
い
ま
十
，

こ
の
授
業
が
終
わ

っ
た
時
に
、

自
分
も
Ｆ′、

ワ
ー
ア
ッ
ブ
し
た
し
、

み
ん
な
も
パ
ワ
ー
ア
ン

フ
し
た
と
お
互
い
た
感
じ
ら
れ
る
、

そ
ん
な
活
動
が
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
，

ど
二
ま
で
み
ん
な
が
成
長
で
き
る
の
か
と

っ
て
も
楽
し
み

に
ｔ
て
い
ま
す
‐

み
ん
な
で
項
振

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
エ
イ
ー
エ
イ
ー
オ

↓
与

　
　
墾
糖
醒

（今

日

の
援
業

の
課
題
を
し

っ
か
り

つ
か
も
う

！
）

二
、

　
五
年
生
の
こ
れ
孝
で
の
活
動
を
振
明
返
ろ
う
す

〔
チ
客
活
動
が
あ
っ
た
よ
■

】」れ
曳
、わ】振
り
返
畠
′じ、い
出
し

五

年

生

の

活

動

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

三
、　

ば
れ
に
、

に
人
れ
て
お
ェ
う
！
）

む

ん

の

に

扮

:こ

何

を

だ

れ

に

伝

え

た

い

活

動

伝

え

た

い

こ

と

四

じ
　

自

分

の

伝

え

た

い

こ

こ

を

撫

め

よ

う

ど

伝

えヽ
た

Ｔ

‥

ユ缶

ゴ

】り
Ａ
一せ
其
】７

５

ｏ
は
ｘ
杢

あ

置

と
ｉ
題
を

は

っ
き
中
ふ
干
〕る
こ
と
！
二
れ
が
決
ま
れ
ば
決
ま
れ
ば

い
い
文
章
、

い
い
ス
ピ
ー
チ
が
絶
対
で
き
る
よ
ｒ
）

五
与　

今
日
の
他
強
の
感
想
を
書
こ
う
ど

漁
の
時
間
●
預
預
ろ
う
ｆ

―

冨

―

成

長

し

た

こ

こ

ろ

萌

張

っ
た

こ

こ

う

何
を
，

け
れ
の
に
め
に
伝
え
る
か
確
認
し
よ
う
す

↑
反
が
い番
大
切
な
〓
ちキ
ーし
っ
か
り
頭

思

い

出

↓ ↓ ↓ ↓ ↓



学
習
プ
リ
ン
ト
②
「わ
に
し
た
ち
の
学
法
生
活
」名

ユ剛

”
は

　
　
空
経
己

（今

回
の
授
業

の
課
題
を
し

っ
か
り

つ
か
も
う
！
）

工
↓

　
伝
え
た
い
活
動
こ
伝
え
た
い
思
い
を
書
き
出
し
て
第
よ
う
Ｔ

〔
っ
ば
い
書
い
ヤ注
よ
１

そ
の
１
き
い
た

い
こ
と
が
見
え
て
く
る
工
じ

三
．　

自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
短
く
書
い
て
排
よ
う
′

伝
えヽた
Ｔ
一ン】存一は
っき
り
さ
せ
よ
・７
主
寧
た
っ
き
り
さ

せ
る
こ
と
！
ェ
れ
が
決
ま
れ
ば
決
ま
れ
ば

い
い
文
章
、

い
い
ス
ど
―
チ
が
絶
対
で
き
る
よ
―
）

田
ゃ　

今
日
の
勉
強
の
感
紀
を
書
こ
う
す

漁
の
時
間
ｔ
預
預
ろ
う
′

―

置

―



学
習
プ
リ
ン
ト
③

「わ
た
し
た
ち
の
学
機
生
活
」名

前

一
　ヽ
　
一裂
鑑
醒
（今
日
の
授
業
の
課
題
を
し
っ
か
り
つ
か
も
う
！
）

二
、　

伝
え
た
い
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
必
専
む
こ
と
を
書
き
出
と
う

父
章
庁い書
く
レ】声
ほ
使
わな
い
す
ご

れ

・■

い

け

ど

、

ェ

の

こ

と

書

い

た

ら

い

い

な

あ

‐
レ
一思

っ

た

こ

と

を

書

い

て

み

よ

う

！

）

①

②

⑤ ③

③ ④

③ ①

① ③

三
、　

今
日
の
勉
強
の
感
禅
を
書
こ
う
ゴ

漁
の
時
間
ｔ
預
新
ろ
う
ゴ

―

申
い
―



学
習
プ
リ
ン
ト
④

「わ
た
し
た
う
の
等
機
生
活
」

一
、

　

報

告

☆

の

組

立

て

を

考

え

よ

う

ｆ

Ｔ
」の
順
妥

き

い
た
負

自
分
の
伝

えヽ
た

Ｔ

一ル
一が
効
果
控

い
伝

つ
夕尻

字

戸̈

饉

い
て
組
立
て
を
杉
え
よ
う
１
）

二
、　

今
日
の
勉
強
の
感
紀
を
書
こ
う
ゴ

次
の
時
間
ｔ
預
張
ろ
う
ｒ

題

終わ叫

(感禅 ・意見)

中 はじめ

(書き出し)
④ ③ ② ①

名

前



学
習
プ
リ
ン
ト
⑤
「わ
た
し
た
う
の
学
機
生
活
」

一
、

　
　
翌
揺
醒

（今

日
の
授
来

の
課
題
を
し

っ
か
り

つ
か
も
う
！
）

名

工側

二
、　

自
分
の
女
葺
を
振
叫
返
ろ
う
ゴ

ぞ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
メ一ヽつだ
っ
た
か
自
分
で
見
直
し
すふ
よ
，９
と

言

栄

や

漢

字

の

使

い

方

は

適

切

で

す

か

？

文

末

は

工

夫

さ

れ

て

い

ま

し

た

か

？

い

ら

な

い

文

章

を

は

ぶ

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

か

？

む

す

び

は

ｉ

夫

さ

れ

て

い

ま

す

か

？

段

落

や

文

の

つ
な

が

り

は

よ

く

分

か
”り

ま

す

か

？

つ

の

段

落

に

一

つ

の

こ

と

が

書

け

て

い

ま

す

か

？

書

き

出

し

′)

工

夫

は

ど

う

で

す

か
9

題

名

r/)

つ

け

方

は

ど

う

で

す

か

つ

◎

書

く

こ

と

に

よ

つ
て

自

分

の

考

え

が

深

ま

り

ま

し

た

か

？

◎

向

分

の

伝

え

た

い

こ

と

が

よ

く

分

か

り

ま

す

か

？

三

．
　

点

産

の

よ

き

を

伝

え

よ

う

す

伝

え

て

も

ら

お

う

す

父

達

の
よ
さ
↓缶

っ
ば

い
見

つ
け

主
７

自

分

の
よ
亨

覚

つ

報告文が上手くかけたかどうか自分で評

価してみ主う1◎ 0△ を書いてね.

③ (とてもよい ! )

O (な かなかよい | )

▲ (もう少しかな? )

四

心
　

今

日

の

勉

強

の

感

報

を

書

こ

う

ど

官

分
の
評
価
レ
友̈
と

か

らヽ
空

言
々
Ｓ

を

玉

白
全

き

い
た
壁

景

が
ガ
・う
だ

っ

漁
の
時
間
●
預
頼
ろ
う
す

―

脚
Ｎ
Ｉ



学
習
プ
リ
ン
ト
⑥
「わ
た
し
た
ち
の
学
秩
生
活
」

一
、

　
　
翌
揺
醒

（今

日
の
授
業

の
課
題
を
し

っ
か
り

つ
か
も
う
１
）

け

れ

の

た

め

に

何

を

だ

れ

に

二
ぃ　

だ
れ
に
、

何
を
、

け
れ
の
た
め
に
伝
え
る
か
確
認
し
よ
う
す

ご
冗
空

番
大
切
ど
〓
〓キ
と

三
ゃ　

報
告
会
の
や
叫
方
を
確
認
し
よ
う
ｆ

相

手

時

間

場

所

　

′

四
ｓ　

ス
ピ
ー
干
原
稿
を
作
る
時
に
気
を
つ
＝
て
肝
し
い
こ
と
を
確
認
し
よ
う
′

五
、　

自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
撫
働
よ
う
す

伝
えヽた
ど
・と
子
チ
屋
確
認
し
よ
う
と

六
、　

今
回
の
勉
強
の
感
博
を
書
こ
う
ど

漁
の
時
間
●
預
挿
ろ
う
ｆ

―

冨

―

① ⑥ ③ ④ ③ ② ①



学
習
プ
リ
ン
ト
①
「わ
に
し
た
ち
の
学
依
生
活
」

一
、　

課
題

二
、　

自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
書
こ
う
ｆ

三
、　

歳
達
の
ス
ピ
ー
〒
を
聞
い
て
７
ド
バ
イ
ス
し
よ
う
す

2回 目 】回目

よ

か

つ

た

こ

こ

う

せ

ら

に

工

☆

し

た

い

と

こ

う

回
、　

京
達
の
Ｐ
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
工
夫
し
よ
う
こ
恩

っ
た
こ
と
を
書
こ
う
ｆ

一　
回

目

一
一
回

目

五
、　

今
日
の
勉
強
の
感
禅
を
書
こ
う
す

次
の
時
間
ｔ
頂
張
ろ
う
ｆ

Ｉ

Б

Ｉ



学
習
プ
リ
ン
ト
①
「わ
虐
し
に
与
の
学
械
生
活
」

一
、　

課
題

二
、　

自
分
の
伝
え
た
い
こ
こ
を
書
こ
う
ｆ

三
、

　
工
末
し
た
い
こ
と
を
書
こ
う
′

四
ぃ

　
自
分
の
ス
ピ
ー
干
を
８
叫
返
ろ
う
ｆ

よ

沖

つ

た

こ

こ

ろ

工

末

す

ベ

キ
〕
こ

こ

ろ

六
、

　
と
ら
に
工
末
し
よ
う
す

七
．　

今
日
の
勉
強
の
感
認
を
書
こ
う
す

漁
の
時
間
は
い
よ
い
よ
報
告
会
で
す
ゴ
漁
●
預
頼
ろ
う
ｆ

ｌ

営

―



学
習
プ
リ
ン
ト
①
の
続
き
「わ
た
し
た
ち
の
学
校
生
活
」

名

“剛

五
、

　
点
達
の
ス
ピ
ー
手
を
聞
い
て
いア
ド
バ
イ
ス
し
よ
う
す

ロ
ーー
ー‐
―‐
―‐
――
‐―
‐―
‐―
‐―
□
さ
れ

ロ
ーー
ーー
ーー
ーー
‐‐
―‐
―‐
‐―
‐―
‐‐
巴
さ
れ

―

出

―

い
い
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ね
ｆ

2回 目 T回目

よ

か

つ

た

こ

こ

ろ

よ

か

つ

た

こ

こ

う

あ

れ

ぼ

工

夫

ベ

キ
）
こ

こ

ろ

せ

ら

に

工

未

す

ベ

キ
〕
こ

こ

う

2回 目 T回 目

よ

沖

つ

た

こ

一」

う

よ

和

つ

た

こ

こ

ろ

あ

れ

ぽ

工

未

ベ

キ
〕
こ

こ

ろ

せ

ら

に

工

末

す

べ

串
〕
こ

こ

う



そ

　

の
　
他

夫

は

短

く

な

つ

て

ヽヽ

る

か

で

す

ま

す

に

な

つ

て

い

る

か

お

わ

り

に

よ

び

か

け

て

い

る

か

分

か

り

に

く

い

と

こ

ろ

は

な

い

か

は

じ

め

に

こ

れ

か

ら

を

す

こ

と

を

考

し

て

い

る

か

者

の

】頂

春

は

分

か

り

や

す

ヽヽ

か

伝

た

た

い

と

力章

分

か

る

か

視

点

■

〓

2

吾

「わ
た
し
た
ち
の
学
校
生
活
」

一
、　

自
分
の
ス
ピ
ー
干
を
評
価
し
よ
う
ｆ

祖
立
て
に
つ
い
て

表
現
に
つ
い
て

二
、　

評
価
し
て
掛
こ
の
感
認
を
書
こ
う
ｆ ス

ピ
ー
〒
拝
価
カ
ー
ド

名

前

（◎
①
△
で
評
価
し
よ
う
！
）

そ
　
の
　
他

伝

え

た

い

と

い

う

気

持

ち

が

伝

え

ら

れ

た

か

表

現

の

エ

人

カギ

あ

る

か

オロ

手

を

几

て

者

せ

た

か

rgR

を

取

つ

て

者

せ

た

か

メ

モ

を

几

な

わr

ら

考

せ

た

か

視

点

■

ロ

2

3

―

遵

―

自
分
の
思
い
が
伝
わ
る
ス
ピ
ー
子
に
け

っ
た
か
け
？



学
習
プ
リ
ン
ト
③
「わ
た
し
た
ち
の
学
機
生
活
」

一
．

　
報
告
会
の
働
あ
て
を
持
こ
う
ど

二
、

　
排
れ
な
の
よ
と
を
書
こ
う
ｆ

―

樹

―

感 鴛



学
習
プ
リ
ン
ト
⑩
「わ
虐
し
危
与
の
等
機
生
活
」

車
．

　
碑
れ
な
か
ら
の

一
言
を
鮎
ろ
う
ど

Ｉ

Ｎ

Ｉ



二
、　

自
分
が
成
長
し
た
こ
と
を
書
こ
う
す

三
ゎ

　
せ
ら
に
こ
れ
か
ら
預
張
ろ
う
こ
思
う
こ
と
を
書
こ
う
ｒ

本
当
に
よ
く
預
張

っ
た
よ
わ
ゴ
や

っ
ぽ
叫
五
の

一
け
す
ご
い
ｆ

漁
勝
十

一
月
に
研
究
授
業
が
き
た
あ
叫
孝
す
。

と
の
時
●
五
の

一
の
す
ご
い
こ
こ
ろ
を
見
せ
付
ｒｔ
よ

つヽ
ｒ
・

―

ヽ
い
―


